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お知らせ

特定健診申込書(後期高齢者健診)が専用申込書になりました！

福岡県後期高齢者医療広域連合の健診について、２０２０年度よりフレイル対策を講じた
後期高齢者の問診内容に変更となりました。
それに伴い、下図のとおり専用申込書となりましたのでお知らせ致します。

『同窓会』
　昨年11月末に卒業後初めて専門学校の同窓会に参加した。そして直ぐに後悔した。
思わず「一体どんな恐怖体験をしたのだ。」と聞きたくなるほど変貌を遂げた者、名札を見
て、やっと当時の面影を見つけることが出来た者、参加した30名の中で直ぐに名前と顔

が一致したのは3名程度であった。果たして自分は同窓生にどのように見えたのであろうか。
懐かしい学生時代へのタイムトリップを期待して参加した同窓会であったが、己が本当に老人となってしまっ
た現実を再認識させられた〝ひととき〟となってしまった。
3月いっぱいで、いよいよ定年である。　　　　　　　　　　　　　　  検査1課　生化学免疫係：田代　浩

ちょっ
と

ひと言
！

※問診内容が大きく異なりましたので、後期高齢者特定健康診査におきまして、旧依頼書では受付できません。 　セキュリティを高めたインターネット通信を利用し、医師会での検査状況が随時ご確認
いただけます。（細菌・病理検査は検査終了後PDF形式で閲覧が可能）
医師会からお届けする検査成績報告書をお待ちいただくことなく閲覧が可能なため、
ご診療の一助となれば幸いです。

今回は、現在稼働中の
「Dr.Web」について
ご紹介致します。

※上記は、発行延期となりました3月号に予定していた内容を今回掲載しました。
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　天神ラボは複数回の検体集荷およびスピーディな結果報告を目的に、健康診断に必要な項目・
迅速検査項目を中心とした検査を行うコンパクトな検査室です。

1. 人材多能化による効率化
　これまでは1件の検査を完了させるために、依頼書受付・検体前処理・生化学検査・血液検査
と、少なくとも4名の人員が必要でした。業務を分担する部署が複数に分かれているため、時間外
の検査では1名分の検査依頼でも、3～4人の職員が待機して検査を行っていました。
　一方、天神ラボでは業務を最小限に抑えることで、技師3名で依頼の受付～検体前処理～測定
まで行うことが出来、かつ1人ですべての作業を完了させることも可能となりました。

2. 試薬ロスの低減
　天神ラボは1日当たりの処理項目数は400項目程です。処理項目数が少ないため、試薬ロスを無
くすことは常に課題となっています。
　例えば、天神ラボ開設当初は電解質の測定試薬は1ボトル10L容量のものを使用していました。
これだと使い切るのに2か月超を必要とし、試薬開封後の劣化が心配され、また有効期限内に試
薬を使いきらないこともありました。そこで同じ試薬で容量が少ないものを探し、現在は2L容量の
ものを使用しています。開封してから使い切るまでの期間は10日程に短縮し、劣化の心配はありま
せん。コストの面だけで考えれば、大容量の試薬・消耗品を使い、1テストにかかる費用を抑えるの
が基本です。しかし天神ラボのように1日当たりの処理件数が少ない場合は試薬を有効期限内に、
開封後の劣化がないように消費できるのかを考慮することも重要です。

1人の人員が複数の作業を兼任する、検査室の規模に見合った試薬の選択という効率化の基本を
行うことによって、天神ラボでは依頼の少ない日曜・祝日も人員・試薬等をムダにすることなく検査
を行っています。

・検査結果参照 ・検体検査依頼

・院内検査結果登録

・健診結果報告書作成

・電子カルテ連携

検査結果をリアルタイムに確認することができま
す。
時系列表示や各種グラフ表示が可能で、視覚
的に確認できます。
患者様への説明資料としてもご活用いただけま
す。

業務効率化について医療情報ネットワークシステム「Dr.Web」について医療情報ネットワークシステム「Dr.Web」について 天神ラボ

検査依頼をオンラインで送信することができま
す。
登録後は依頼票と、必要数分の検体ラベルを
自動印刷します。
検査センターでは、バーコードによる到着確認機
能により、検体の取り違え、依頼の処理ミスを防
ぐ仕組みを設けています。

検査結果報告書を作成できます。
医師会フォーマットの検査成績報告書も、定型
用紙に印字いただけます。

診療所内で実施した検査の結果を直接入力
し、他の検査結果と併せて表示できます。

診療所における事業所健診業務をサポートしま
す。
受診者の登録から、受付、結果入力、報告書作
成までの一連の作業をオンラインで行うことがで
きます。

診療所でご利用中の電子カルテとDr.Webを連
携させることにより、電子カルテから直接、検査
依頼を送信することができます。
電子カルテから依頼した場合でも、検体ラベル
や依頼書は自動印刷されます。
また、検査結果を電子カルテに取り込むことも可
能です。
対応している電子カルテメーカーについては、
お問い合わせください。

天神ラボでは
1人ですべての
業務が可能・報告書出力
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